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1か月未満
4.2％ 1か月以上 6か月

未満　11.5％

6か月以上 1年
未満　11.2％

1年以上 2年未満
13.1％

2年以上 3年未満
　8.5％3年以上 5年未満

　7.7％

5年以上
　7.3％

無回答
36.5％

身
近
な
病
気
〝
認
知
症
〟

      
～
困
っ
た
と
き 

お
互
い
に
支
え
合
え
る
ま
ち
に
～

医療介護あんしんセンター
　所長補佐　山中　佳奈

認知症は脳の病気、誰でもなる可能性がある
　認知症とは、様々な原因で脳の細胞が壊れ
たり、動きが悪くなったりして、記憶・判断
力などの障がいが起こり社会生活が困難にな
る状態です。認知症の発症率は高齢になるほ
ど高くなっています。
　宇陀市の 65 歳以上の人口は 11,994 人（平
成 30 年 7 月 1 日現在）高齢化率は 39％と超
高齢社会を迎えています。それに伴い認知症
に関する相談も増えています。昨年医療介護
あんしんセンターに寄せられた相談件数は
850 件でその内の 120 件が認知症に伴う相談
です。
　誰もがなる可能性がある身近な病気であり
ながら、病気を受け入れるまでの苦悩や葛藤
は大きく、家族だけでかかえこんでいるケー
スが殆どです。

 介護予防基本チェックリスト集計
【平成 30年 5月実施】（2480人回答）

75歳以上の介護認定を受けていない方を対象
認知機能の項目 はい いいえ

1
周りの人から「いつも同じ
ことを聞く」などの物忘れ
があると言われますか

374 2082

2
自分で電話番号を調べて、
電話をかけることをしてい
ますか

2320 150

3 今日が何月何日かわからない時がありますか 471 1990

チェックリストの結果
　認知機能の項目すべてに
　　　　　不安のある方は…　47人

　認知症かなと思ってから
　　　受診までの期間

【平成 27年度実施】　

この結果から見えること

　今年 5 月に 75 歳以上の介護
認定を受けてない方 3,850 人を
対象に介護予防基本チェックを
実施しました。2,480 人の回答
中、認知機能の項目すべてに不
安のある方は 47 人（1.9％）で
した。また、平成 27 年度に実
施した市の調査では、認知症か
なと思ってから受診までの期間
が 6 か月以内の割合は、わずか
15.7％でした。認知症は完治す
ることは難しい病気ですが、早
期発見・診断・治療につなげる
ことはとても重要です。

問
医
療
介
護
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
85
・
２
５
０
０
／
IP
☎
88
・
９
４
８
０
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
85
・
２
５
０
１
）

認知症についてのガイドブック

　このガイドブックでは、認知症の基礎知
識と予防方法、知っておきたい制度やサー
ビスなどの情報をまとめています。
　 認 知 症 の 予 防、 早 期 発 見 の た め に、　　　　　　
また、認知症になったとしても、住み慣れ
　　　　　　　た地域で適切な支援を受け
　　　　　　　ながら暮らしていくための
　　　　　　　ガイドブックとして活用く
　　　　　　　ださい。
　　　　　　　　平成 28 年 3 月に作成し、
　　　　　　　各家庭に配布しましました
　　　　　　　 が、必要な方は 問 へ。

( 無回答を除く）
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特　集   身近な病気“認知症”

　

物
忘
れ
自
体
を
治
す
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
周
り
の
環

境
を
良
く
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
過
ご
せ
、

家
族
も
介
護
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
早
め
に
受
診

さ
れ
る
こ
と
で
、
適
切
な
支
援
が
で
き
、
ま
た
家
族
も
知
識

を
付
け
る
こ
と
で
認
知
症
の
方
に
う
ま
く
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
精
神
症
状
に
よ
っ
て
は
薬
で
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
も
あ
る
の
で
早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

私
た
ち
サ
ポ
ー
ト
医
と
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
疑
い
の
あ

る
方
が
早
期
の
段
階
か
ら
、
地
域
の
中
で
必
要
な
医
療
や
介
護

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
案
内
役
や
パ
イ
プ
役
を

担
う
医
師
で
す
。

　

生
活
障
が
い
（
金
銭
管
理
・
服
薬
管
理
・
家
事
）
や
精
神
症

状
（
不
眠
・
興
奮
・
物
と
ら
れ
妄
想
・
被
害
妄
想
な
ど
）
は
一

緒
に
暮
ら
し
て
い
る
家
族
で
な
い
と
分
か
り
に
く
く
、
家
族
が

困
っ
て
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
た
時
点
で
表
面
化
す
る

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
医
療
に
か
か
る
ま
で
相
当
な
時
間
が
経
過
し
て

お
り
、
重
度
に
な
っ
て
か
ら
の
受
診
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

大
切
な
の
は
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療

　

市
で
は
、
平
成
28
年
か
ら
、
認
知
症
の
方
や
家
族
が
で
き
る

か
ぎ
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
認
知
症
の
早

期
発
見
・
早
期
対
応
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
医
療
や
介
護
の
専
門
職
（
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
医
、保
健
師
、看
護
師
、社
会
福
祉
士
）
が
集
中
的
に
関
わ
り
、

適
切
な
医
療
や
介
護
に
つ
な
げ
ま
す
。

認知症サポート医
奈良県立医科大学精神科
　　　盛本　翼　医師

認
知
症
は

他
人
事
で
は
な
い
ん
で
す

　

家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
は
、
認
知
症
の
方
の
『
で
き
な
く

な
っ
て
い
く
と
こ
ろ
』
に
焦
点
を
あ
て
て
見
る
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
が
認
知
症
の
方
を
ど
ん
ど
ん
追

い
詰
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

　
『
で
き
る
と
こ
ろ
』
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
何
が
で
き
る

の
か
。

　

そ
れ
は
服
薬
治
療
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
接
し
方
も
治
療

に
大
き
く
影
響
を
あ
た
え
ま
す
。
認
知
症
の
方
は
、
決
し
て

全
て
を
忘
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
声
掛
け
ひ
と
つ

で
生
活
し
て
い
け
る
の
で
す
。

　

認
知
症
は
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
も
い
つ
症
状
が
出
て

く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
現
在
苦
労
さ
れ
て
い

る
家
族
の
人
た
ち
を
思
い
や
れ
る
地
域
で
あ
れ
ば
。
認
知
症

は
他
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
脳
の
病
気
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 市立病院認知症看護

認定看護師
　　　森下　久美

　

認
知
症
は
介
護
者
の
負
担
が
大
き
く
、
自
宅
で
の
介
護
は
大

き
な
課
題
で
す
。
現
在
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
も
多
く
、

専
門
職
だ
け
で
の
対
応
で
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
地

域
の
関
わ
り
が
不
可
欠
で
す
。

　

最
近
は
地
域
や
家
族
か
ら
の
連
絡
で
受
診
に
繋
が
る
ケ
ー
ス

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
家
族
だ
け
で
な
く
地
域
の
支
援
や
、

み
ん
な
が
理
解
す
る
こ
と
で
「
宇
陀
市
な
ら
暮
ら
せ
る
」「
宇

陀
市
は
暮
ら
し
や
す
い
」
そ
ん
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

もしかしたら認知症かも？
□　同じことを何度も
　　　　　　　言う・聞く
□　同じものを何度も買う
□　鍋をよく焦がす
□　電化製品の操作が
　　　　　　　できなくなる
□　イライラ・そわそわする
□　間違いを隠そうとする
□　テレビやニュースへの
　　　　　　関心がなくなる
□　性格が変わった
□　「物を取られた」と
　　　　　　　　よく言う

医療介護あんしんセンター
看護師・主任ケアマネジャー
　　　吉田　かおり

ま
ち
全
体
が
協
力
し

解
決
し
て
い
く
病
気

チェック
してみよう！
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認知症かな？って思ったら
宇陀市ではこんな制度があるよ！

■
成
年
後
見
制
度
と
は
？

　

認
知
症
や
加
齢
な
ど
の
た
め
に
、

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
が
、
契

約
や
財
産
管
理
を
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
、
本
人
に
不
利
益
が
生
じ

な
い
よ
う
に
保
護
し
、
本
人
の
権
利

を
守
り
ま
す
。

■
権
利
擁
護
事
業
と
は
？

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
の
あ
る
方

で
、
判
断
能
力
の
十
分
で
な
い
方
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
金
銭

管
理
や
書
類
管
理
な
ど
の
支
援
を
す

る
事
業
で
す
。

　　

認
知
症
を
患
っ
た
と
し
て
も
、
障

が
い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
権
利
が

守
ら
れ
る
と
と
も
に
意
思
を
尊
重
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
社
協
で
は
、
認
知
症
の
高
齢
者

等
を
詐
欺
・
搾
取
な
ど
に
よ
る
権
利

侵
害
か
ら
ま
も
り
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

 

成
年
後
見
・

　
　
　
　
権
利
擁
護

　
医
療
・
介
護
の
専
門
職
が
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方
や

認
知
症
の
ご
家
庭
を
訪
問
し
、必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方
は
？

　
40
歳
以
上
の
在
宅
の
方
で
、
認
知
症
ま
た
は
疑
い
の
あ

る
方
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
）。
も
し
く
は
そ
の
家
族
・

周
囲
の
方

　
①
認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
な
い
方

　
②
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方

　
③
何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
て
い
る
が
、
認
知
症
の

症
状
が
強
く
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
よ
い
か
困
っ
て

い
る
方

■
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

 

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

支
援
の
流
れ

あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　（
窓
口
相
談
・

　
　
　
　
電
話
相
談
）

家
庭
訪
問

チ
ー
ム
員
会
議

　（
支
援
方
法
に

　
　
　
つ
い
て
検
討
）

必
要
な
支
援
の
実
施

（
医
療
機
関
の
紹
介
・

　
　
　
　
引
き
継
ぎ
）

 

行
方
不
明
高
齢
者
等

あ
ん
し
ん
登
録
制
度

　

認
知
症
に
よ
り
、
行
方
不
明
の
お
そ
れ
の
あ
る
方
の
情

報
（
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
・
特
徴
・
顔
写
真
等
）
を
市

に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
頃
の
見
守
り
体
制
を
整
え
、

捜
索
時
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
シ
ー
ル

　
登
録
さ
れ
た
方
に
交
付
し
ま
す
。

　
シ
ー
ル
は
ア
イ
ロ
ン
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で

衣
服
や
靴
、
杖
、
カ
バ
ン
な
ど
に
貼
り
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
し
も
の
時
に

は
、
発
見
者
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話

な
ど
で
読
み
取
る
と
、
連
絡
先
と
し
て
、
あ
ん
し
ん
セ
ン

タ
ー
や
警
察
署
の
情
報
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

ＱＲ

 

あ
ん
し
ん
介
護
見
守
り

　
　
　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
貸
与

　

認
知
症
な
ど
高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
る
こ
と
を
予
防

す
る
と
と
も
に
、
行
方
不
明
時
に
は
現
在
地
が
速
や
か
に

把
握
で
き
る
よ
う
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
貸
与
し
ま
す
。
こ
の

機
器
を
カ
バ
ン
や
靴
、
ベ
ル
ト
、
杖
な
ど
に

装
着
す
る
こ
と
で
、
居
場
所
が
わ
か
り
、

行
方
不
明
等
の
事
故
を
予
防
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
市
で
は
行
方
不
明
に
な
ら
れ
た
場
合
、
ご
家

族
の
希
望
に
よ
り『
安
全・安
心
メ
ー
ル
』や『
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
』、『
う
だ
チ
ャ
ン
』
で
名
前
や
顔
写
真
な
ど
の
情
報
を

配
信
し
ま
す
。

　

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
情
報
が
、
行
方
不
明
者

の
早
期
発
見
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

社会福祉協議会
　　　貝田勝也
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一
般
的
な
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
と
認
知
症
対
応
型
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
が
併
設
さ
れ

て
い
る
た
め
、
利
用
者
の

方
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎

日
（
土
日
も
含
む
）
受
け

入
れ
さ
れ
て
い
る
の
で
、

介
護
者
も
安
心
。
事
前
に

家
族
と
話
し
合
う
こ
と

で
、
利
用
者
の
方
に
合
っ

た
き
め
細
か
な
対
応
や
、

そ
の
日
の
状
況
を
み
て
臨

機
応
変
に
対
応
さ
れ
て
い

ま
す
。

 
認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

私たちがお待ちしています！

　
世
間
で
は
、
認
知
症
に
対
し
て
「
何
も
わ
か
ら
な
く
な

る
」「
迷
惑
な
こ
と
を
す
る
」
な
ど
の
多
く
の
誤
解
や
偏

見
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
誰
で
も
な
る

身
近
な
病
気
で
決
し
て
恥
ず
か
し
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
起
こ
り
う
る
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
の
可
能
性
を

考
え
る
と
近
所
や
親
戚
の
方
に
は
「
物
忘
れ
」
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。「
た
ま
に

ゴ
ミ
出
し
の
日
を
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」「
火
事
だ
け
は
気
を
付
け
て
い
ま
す
」
な
ど
伝
え
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
医
療
介
護
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
、
在
宅
生
活
を
続

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ご
近
所
、
民
生
委
員
、
関
係
者

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
周
囲
に
前
も
っ
て
知
っ
て
い
て

も
ら
う
こ
と
も
必
要

　
65
歳
未
満
で
発
症
し
た
認
知
症
を
若
年
性
認
知
症
と
い

い
ま
す
。
そ
の
多
く
の
方
が
働
き
ざ
か
り
や
子
育
て
中
な

ど
、
現
役
世
代
の
う
ち
に
発
症
す
る
た
め
、
就
労
や
経
済

面
で
家
庭
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
、
高
齢
者
の
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知
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は
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る
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援
が
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に
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り
ま
す
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4
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　市では、行政や医療機関、介護専門機関だけでなく、
ボランティアとして“認知症”の方を支える団体や地域の方が

たくさんおられます。ボランティアで活動されている団体等を紹介します。

認知症キャラバンメイト

　認知症サポーター養成講座
　認知症を正しく理解してもらい、認知症の人や家族を温かく見守る応援
者になってもらうよう、地域、職場、学校等を対象に講座を開催しています。
　現在市内には、1,442 人の認知症サポーターがおられます。受講された方
には、オレンジリング ( 表紙の写真）をお渡ししています。
　認知症は誰でもなる可能性のある病気です。「自分たちに何ができるか」
ともに考えてみませんか。

キャラバンメイト
　　　　　会長　山田基晴
　認知症のことを皆さんに知ってもらい、認知症に優しいまちになってほしいために、「認
知症サポーター養成講座」を開催し、講師を行っています。市では平成 25 年に立ち上げ、
現在 35 名の登録があります。自分たちの地域を良くすることが、私たちの役割であると思
います。認知症になっても安心して暮らせるまちづくりを一緒にしましょう。

　オレンジカフェ

　認知症の方やその家族、一般の方が参加され、ホッとひと息ついて美味
しいクッキーとコーヒーを飲みながら、日頃の溜まった思いを語れる場所
です。平成 29 年 7 月から始めました。２か月に１回（奇数月）に市内の
施設などで行い、１回 100 円 ( 飲み物・お菓子付）です。
　医療や介護の専門家がスタッフなので、ちょっとした相談でもできます。
　申し込みは不要なので、一度気軽に来てみてください。　

　RUN伴（ランとも）

　RUN 伴とは、認知症の方や家族、支援者、一般の方が、ひとつのタスキ
を繋ぎ、ゴールを目指すイベントです。地域の人と認知症の人が出会うこ
とで、認知症になっても安心して暮らせる地域をつくるはじめの一歩とし
て、全国的に行っています。今年は 10 月 21 日に開催。
　市では平成 29 年から開催しています。キャラバンメイトのメンバーが少
しでも多くの方に参加してもらえるようイベント内容を考えています。
　詳しい内容は、P19 をご覧ください。

そばにおるから大丈夫♥

みんなで支える
認知症
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特　集   身近な病気“認知症”

知ってあんしん
認知症講座

　現在市内 44 か所で行われている「いきいき百歳体操」ですが、そ
こに参加している方の中から各地域 2 ～ 3 人が代表で、認知症につい
て学び、学んだことを地域の方に伝える「知ってあんしん認知症講座」
を受講されています。認知症の紙芝居や脳と体を同時に使う運動など
を学び、参加者同士で練習します。参加者も年々増えており、9 地域
から 21 人が受講されています。
　参加者は「明日は我が身」、「少しでも役に立ちたい」、「仲間の交流
ができる」、「地域で知ってもらい支え合う必要がある」、「自主的に助
け合ってできるようになってきた」、「知ることは大事」、「多くの方に
参加してもらいたい」などの声を聞かせてもらいました。
　一緒に学んでみませんか。

地域の高齢者のための傾聴ボランティア
　認知症の方や高齢者、または介護をされている家族の方の「話し相手」
を 2 人 1 組で行っています。事前に認知症について研修も受けています。
訪問回数は、月 1 回～週 1 回程度で、１回 1 時間。利用料は無料です。
　ひとり暮らしや、昼間はひとりの方や介護者が介護に疲れているときな
ど、つらい気持ちを誰かにゆっくりと聞いてもらうことは大事です。
　利用者の方は、「いつも一人なので来てくれると楽しい」と。結の会のメ
ンバーは「訪問した時に元気な顔が見れると嬉しい」「訪問を待ってくれて
いると嬉しい」との声を聞かせてもらいました。

ご家族だけで悩まず、まず相談ください

皆さんの生活を応援します！

医療介護あんしんセンター職員

結の会
ゆい
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